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E 研究教育業務関係

研究項目一覧表

研 究 項 目 研 究 者 名

森林育種に関する研究 宮 崎 安 貞

森林の生態遺伝に関する研究 ノノ

生産緑地の活用と保全に関する研究 {盗 木 達孝 郎夫

森林の環境保全に関する研究 汰 木 達 良E

モミ・ツガの天然更新に関する研究 (薬 上木 違和 利郎

森林植生の群落生態学的研究 井 上 王田広

照葉樹林の植物相に関する研究 1/ 

群落の保全技術に関する研究 ノ/

広葉樹林の生態的構造とその成立環境に関する研究 岡 野 哲 良E

広葉樹林の更新機構に関する研究 λy 

森林性昆虫の分類と生態 /ノ

森林レクリェーションに関する計画設計論的研究 醇 孝 夫

自然的樹木群の造成に関する研究 λr 

地形変イじと土石移動現象に関する研究 丸 谷 知 己

森林水文に関する研究 井 ，届d.. 洋 一一
都市林に関する研究 村 瀬 房之助

森林政策に関する研究 ノノ

森林施業に関する研究 柿 原 道 喜

地域林業計画論 堺 正 紘

木材流通に関する研究 ノノ

特用林産に関する研究 τ口~ 良 今朝芳

山村経済に関する研究 // 

きのと栽培に関する資源学的研究 大 賀 祥 治
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2 文部省科学研究費補助金の交付概況
(昭和62年度〉

研究種目 研 究 課 題 研究機関 . 職 . 氏 名

総合研究 ω ミズナラの生態遺伝学的研究 代表 九大農 教授 宮崎安貞

分担 " 助教授 井上 s日11: 

H " 助手 岡野哲郎

総合研究 ω | 木材共同販売の役割と展望 代表 静大農 助教授 小嶋陸雄

分担 九大農 H 堺 正紘

一般研究 (同 | 斜面における森林の根系構成と 代表 九大農 教授 竹下敬司

その崩壊防止機能に関する研究
分担 ノノ 助手 丸谷知己

一般研究 (C) 
離用る研島jと究によおる林け地る長の伐有効期利・短用伐に期関併す

代表 九大農 助教授 柿原道喜

一般研究 (C) 自然的樹木群造成のための効率 代表 九大農 助教授 醇 孝夫

的な配植・育成システムの開発 分担 ノノ 助手 村瀬房之助
に関する基礎的研究

荒上和利" " " 

奨励研究 ω 環境ストレスと樹木の形成層活 代表 九大農 助手 山本福詩
動に関する研究

一樹木のトックリ型異常肥大

現象の生理機構一
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3. 演習林利用による研究成果

型習林君! 執筆者名 | るι匝岡 文 名 誌

(順不同〉

1'>&_.8..1 r5所属|
名 |巻・号| 頁 |講座名|備考

北地演 海習 道方林
森田紘一 車両系の林内導入について 日林九支研論 第40号 215~21 目 ~--.I 

黒量田辺 高尚宏 広葉樹材の組織・構造と電気的性質 木資材料理学研究 87・1 木材理学

黒4議l-l3.辺田 モ淳尚~:F宏徳 広葉樹材の組織・空気透過性 木資材料理学研究 87・3 同上

堤黒渡辺田 洋寄尚宏ー徳
広葉樹材の組織・空気透過性 九大演報 第58号 123~136 向上

黒堤渡辺田 脊洋尚宏ー徳
広電気葉伝樹導材のに与比重えおる影よ響び組織・構造が 同 上 同上 137~149 同上

堤小長日田尾 一者博一幸文 質九た州討年大験輪学林幅農の・基学平字額礎部北密資料度海数通(地デE方:ー-演タ習図林イむ材し
木資材料理学研究 87・4 同上

堤小長柿原尾田 一J博守文罫一幸 機九カ州構ラ大基マ本学ツ農固的学定な不部標北材準海地性道(賓地のE方誌)演験に結習お杯果け白る
同 上 87・5 同上

主今井村 足克博之筆己
有ン機(第溶媒5報と〉亜流酸塩による脱リグニ 木材学会誌 34・3 234~240:木材化学

宮方林用

文坂今井村 星克博筆己之
有ン機(第溶媒6報と亜)流酸塩による脱リグニ 同 上 同上 241~245 同上

宮方林用

演宮崎習地方林 黒田迫夫 山村宮農崎県民椎の葉く村らをし例と振と興しのて課題 森林文化研究 8 1 -F学第四
N N Morita 

ApbHl1an a11lstoIty mgiceopln tf ry oCTvayrenaemd anetoTmnet thehnoe yf t l The Thermo-

Gellulose 21 ・3 1255~265 材高分料子学
Shige- Solvent-Solu- Chem. and 
matsu ated Wood by Technol 
L Sakata ogen Treatment. 

TN I .SKMakoogarta ia ta 
Dissolution of Chemically 。Modi-

SFpCyruhomlepe mp in. g IWntoI od 
Vol.2 367~370 同上

粕北地fied Wood in Some Organic 
Solvents 

利習

井長上沢 喬盟日Z 林て道(のE逸〉散土植生の堆の積回復と過安定程佑につい 日 林
ヨ日岡ム 第98回 641~642 演習林

井椎大上葉崎 辰皆雄繁 群落レのン保ゲ全ツ技ツ術ジ群に落関すの保る研全試究験(にll)つ
日林九支研論 第41~ 11 

いて一

荒汰上木 和達利郎 列る研状究間伐による複層林の形成に関す 九大演報 第58号
1 ~15 向上

荒汰上木 和達利郎
列状間伐林の二次植栽木の成長(2) 日林九支研論 第41号 119~120 同上

演粕屋習地林方 竹中北下 敬理司 簡測易法航の研空究写真システムによる林地計 I九大演報
第58号 25~107!林学第二

事軍用

木矢宮汰梨幡木島 達謙寛吉久郎
六結(九演果大習托和林つ屋スいVギて〉品ス(積EギZ試)ク験ロ地一ー二のン重白15年格成績子目法の 日林九支研論

第40号 95~96 林学第三

地

習

利

地

習

利

崎

崎

道
演

地
習
利
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裂用演習執筆者名| 論 文 名 名 |巻・号| 頁 |喜座宮|備考

粕演屋習地方林 員川端林 霊良夫童暗ィ発ル生芽合ト成ウのヒ子中葉間体におの生け成るクと光ロ転ロ換フ 九日本支植物年学会会 第38回 31 農物林理生物学! 

村上 洋 樹強木度葉変化の表の裏関性係及び葉の厚きと位元 卒業論文 同上
について

高木忠幸 樹木の組織培養に関する研究 同 上 同上

奥 達雄 針成葉機樹能発に現お機け構る葉に緑関体すのる形研究成と光合 科一研般成果(C報)告書 向上

古堤小田賀 一信均下;j'幸也一
スギ在来品種の木材の性質(2) 木資材料理学研究 87・2 木材理学

小田一幸 材構造質育種に向けてのスギ品種の年論 九大演報 第58号109'"'-'122 同上

M_ Morita Bindiniicg i of HMeOadviy n Metal Ions by JP.OI APPI- 34・3 1013'"'-' 材高分料子学
M.HSaigk1a1t chi Chemical1y Modified W oods ym. Sci. 1023! 
L Sakata 

T k Y11ruki Studies on the Growth of a UBunlilv .KFyour shu No.58 17'"'-'23 演習林
Aragami SS1t1agnid (Gplfaynptteod mein fMCjluoρmopns icG() 2) 

柿木原梨 道謙喜吉 人工林の直径分布について(XIX) 日林九支研論 第41号 31'"'-'32 向上

大賀祥治
生き(育第(J)促こ7栽報進)活培性に関不と核すキ前酸る汁資関連源の学物シ的質イ研タ究ケ蘭

木材学会誌 34・9

演早良習地方林 井綿引倉 洋靖一 位九州の大変学動特早良性演習林における地下水 日林九支研論 第40号273'"'-'274
1

林学第二[

李妻躍
民明鐘

更
海循岸環砂一正土に壌おにけおるけクるロ養マ分ツ集林積の一養分 同 上 同上 67'"'-'68 林学第三
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4. 研究資材の提供

目 的 場 所 樹 種 講座名 教官名

カラマツ若齢木からの小割材にお |北海道地方演習林| カラマツ |木材工学|又木義博
ける狂い変形とその抑制に関する
研究

スギ若齢木丸太の乾燥特性に関す | 粕屋地方演習林 | ス
る研究

ノ/

" ギ

5. 学生実習
(昭和62年度〉

期名習実 間|峨|講座名|担当教官 l場 所 学 生

森林生態生理学実習 5.25'"'-' 5.29 5日 林学第 3 須崎外民2名堆 演宮崎習地林方

林産学科林学実習 7. 6'"'-' 7.10 5日 演習林
蒔 外孝1名夫 宮演崎習地方林

実 地 見 学 7. 6'"'-' 7.14 9日 林学第 4 今回外盛l名生 京都~
北海道

林学特別実習第一 7.15'"'-' 7.19 5日 演習林 宮崎外安1名貞 北演海道習地林方

林政学演習 9. 7'"'-' 9.11 5日 林学第 4 黒田外迫l名夫 宮演崎習地方林

森林測量学実習 9. 7'"'-' 9.11 5日 林学第 2 中尾外博1美名 粕演屋習地林方

森林経理学実習 10. 12'"'-'10. 16 5日 林学第 l 関屋外雄1名偉 演宮崎習地方林

森林(林工業工学学〉実習
10. 19'"'-'10.23 5日 林学第 2 中尾外博1名美 粕演屋習地方林

森林(砂工防工学学〉実習 3. 7'"'-' 3. 9 3日 林学第 2 竹下外敬2名司 演粕屋習地方林

造林学実習 3.14'"'-' 3.18 5日 林学第 3 須崎外民1名雄 演粕屋習地林方

森林(砂工防工学学演)習 3. 14 1日 林学第 2 竹下外敬2名司 早演良習地方林

測樹学実習 3.22'"'-' 3.26 5日 林学第 1 今回外盛1生名 粕演屋習地方林

学科
3年生 26名

林産学科
3年生 18名

林学科
3年生 17名
院生 l名

林学科
3年生 17名

林学科
4年生 15名

林学科
3年生 16名

学科
3年生 16名

林学科
3年生 16名

林学科
3年生 16名
聴講生 l名

学科
2年生 19名

林学科
3年生 16名

林学科
2年生 19名
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(1987.4. 1 "-'1997.3.31) 

O 九州大学農学部演習林報告第58号

(昭和62年12月25日発行〉
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O 年報 1986
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